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東 南 ア ジ ア 研 究
ぐにに比しやや高いこと,また,その政府の畑作物に関
する試験研究も比較的進んでいることから,これらの
背景にもとづき,同国の畑作の将来は明るいとのみと
おしをまず才丁ち出している｡以下,作物の種類によっ
て章をわけ, トウモロコシ,ケナフとジュ-ト,キャ
ッサバ,サ トウキビ,梢そして最後にマメ額について
とりあげている｡またそれに次いで,土壌有機物の熱
帯農業における重要性を説いた一章をとくに設けたの
ち,終章を結んでいる｡
各章の冒頭では,それぞれの作物の近年におけるタ
イ国内の生産の動向が,経済的 ･自然的条件との関連
において説明され,その作物の1962年度における地域
別生産量とその平均収量がそれぞれ地図を用いて示さ
れている｡ついで,現行の栽培様式および栽培技術上
の諸問題が述べられている｡作物の種類によって,主
要な問題点は自ずからことなるが,その作物の要求す
る土壌 ･気象条件,とくに重要な養分要素とその量,
栽培様式一播種時期,栽植密度,収穫期,収穫方法な
ど-さらには生産物加工調整上の問題,病虫害,品種
間題と順を迫って詳細に論じ,とくにジュ-ト,桶に
ついては,先年,著者がカンボジアでおこなった試験
研究の結果が豊富に引用されている｡すなわち,ジュ
ートについては,栽培時期と収量,栽植密度と収量,
品質,製品歩留りの関係について,また柏については
開花 ･結果の習性が子細に調べられた結果,栽培時
期と収量予察,栽植密度と収量の関係が極めて具体的
に論じられ,はなはだ示唆に富んでいる｡また各作物
ともに例外なく問題となるのは水の不足と過剰である
が,究極における問題解決は大小ダムの建設による擢
排水施設の完備であることに間違いはないが,現状に
おいても,作物の感光性利用による作李の移動,また
は栽培様式の改良を通じ収量 ･品質をより高く維持で
きる可能性を力説している｡また各作物の養分吸収特
性に応じて,土壌条件,施肥条件と作物の生育 ･収量
の関係が述べられ,施肥の要点,他作物とののぞまし
い輪作体系が具体的に提示されている｡なおその際,
著者の考え方は一貫しており,マメ科作物との輪作に
よる地力維持を主張する｡その他,栽培,収穫,収穫
物調整上の諸問題について,それぞれごく具体的な当
面の問題の解決策を提示している｡たとえば,ごく簡
単な農器具の使用によって,キャッサバ掘り出し時の
損傷をさけうるし,またジュ-ト加工調整の労力削減
が可能であること,サ 1,ウキビしぼりかす (バカス)
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のマルチとしての利用の有用性などがこれである｡農
業生産力の向上のためには,国家的規模における施策
と,個々の農民の側における技術改善策がひとつの車
軸に結ばれなくてほならないであろう｡著者は,技術
論的な立場からこの車軸の両端の給油部に注入すべき
油をいずれに偏することなく求めている点,評価に値
する｡すなわち農民の小規模におこなえるはずの技術
改良の方向を常に示唆しつつ,それが充分に成果とな
って農民の側にかえってゆくだけの基礎が一方におい
て熟成されるべきことを常に強調し,そのための方向
づけをも提唱しているのが著者の態度である｡
終章近く,とくに設けられた土壌有機物と緑肥作物
の章では,畑作物のうちでもとくに土壌からの養分収
奪の大きい作物の連作による地力の減退防止方法につ
いて述べている｡すなわち,緑肥作物の栽培により,
sub-soil中の燐酸の有効化をはかり,緑肥による有機
質の供給を得て土壌による燐酸吸収係数の低下をはか
ることの右利きを力説している｡各作物について扱っ
た章の中でも,このことはしばしば強調され てい る
が,休閑中における土壌侵食の防止,草生改良につい
ては異論はないとしても,高温 ･畑状態下での有機質
分解の急速な進行を考えるとき,緑肥にどの程度具体
的な期待をかけうるかはさらに議論の余地があろう｡
最後の章では,すべての作物を通じ,その生産物の
質の改良方策,生産力向上の阻害要因の摘出とその克
服の方向が重ねて論議され,おわ りに再び,生産力増
大の具体的方法として最も安全かつ確実な道は,マメ
科作物利用による有機質の土壌-の供給であることを
述べて結びとしている｡
栽培学的見地からは,個々の作物の生育に関する著
者ならではのもう一歩突っ込んだ記載-たとえばジュ
ート,桶の章においてみられるような-がのぞまれる
ところであり,また同国の気象要因として雨量だけで
なく,日長,太陽幅射熱量,気温の年変化などのデー
タもあわせて示されておればより完全な参考資料とな
ったであろう｡また,些細なことであるが,巻末 に
Mastermap が付されていることを本文中に記され
てあった方が,一層親切であったとおもう｡しかし,
以上のことはいずれも本書の本来の価値とはまったく
無関係である｡たんにタイ国の畑作物のみにとどまら
ず,熱帯畑作物を研究する者にとって,本書の価値は
はなはだ大きいといえよう｡ (高村 泰雄)
-198-
